ジッシュウセイ　トシテノ　セイチョウ　オ　ウナガス　ヨウイン　ニ　カンスル　ケンキュウ　ツウシン　キョウイク　カテイ　ニ　オケル　スクーリング　ジュコウ　ゼンゴ　ノ　ヒカク by 小松尾 京子 & Kyoko Komatsuo
日本福祉大学社会福祉学部
『日本福祉大学社会福祉論集』 第 127 号 2012 年 9 月
要 旨
本研究の目的は, 相談援助実習において, 学生が実習生として成長する際, その成長
を促す要因を明らかにすることである. 相談援助実習指導のスクーリング (面接授業)
を受講した通信教育課程の学生を対象に, スクーリング前の状況とスクーリング受講後
の変化の内容・変化に影響を与えた要因について分析をした. その結果, スクーリング
前の状況として, 学生は漠然とした実習イメージをもち, 実習やスクーリングそのもの
に対する不安を抱えていた. しかし, スクーリングを受講することによって, 他の学生
や教員からの学び, 課題等の意図を理解することで, 不安が和らぎ, 実習イメージが具
体的になっていた. スクーリング後の変化として, やることが明確になり, 実習生とし
ての心構えと責任感が出てきた. 実習イメージの変化に影響を与えた要因として, 他の
学生の力, 教員の力, 学習内容, 気づく力の 4つがあり, これらは実習生としての成長
を促す要因であることが示唆された.
キーワード：通信教育課程, 相談援助実習指導, スクーリング, 実習スーパービジョン,
成長を促す
Ⅰ はじめに
社会福祉士の養成に関しては, 2009 年度の新カリキュラムへの移行に伴い, 大きな変化があっ
た. 特に実習教育においては, 科目名称が ｢社会福祉援助技術現場実習｣ から ｢相談援助実習｣
に, ｢社会福祉援助技術現場実習指導｣ から ｢相談援助実習指導｣ に変わっただけでなく, その
内容も大きく変化した. また, 実習指導者や科目担当教員の要件1)も明確にされた.
実習教育のあり方については, 実習スーパービジョンをはじめとして, これまでにさまざまな
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研究がされてきた. 荒川ら (2003) は, 社会福祉実習におけるスーパービジョンに対する学生の
満足度は, スーパーバイザーの支持的関わりが関係していることを示した. 窪田ら (2007) は,
大学教員が行うスーパービジョンについて, 実習前から実習後を通してどのように教育するかを
計画することの必要性と, 実習指導者と教員の指導時期・方法を明確にする必要があると指摘し
ている.
このほか, 飛永ら (2007) や中村ら (2009) によって, 実習スーパービジョンや実習教育に関
する研究がなされている. しかし, これらのほとんどは, 社会福祉援助技術現場実習 (旧カリキュ
ラム) に関するものである. 2009 年度入学生から新カリキュラム対応となるため, 現時点では
相談援助実習を経験した学生の数も少なく, 新カリキュラムに関する研究への取り組みは始まっ
たばかりといえる. また, 研究の対象者はほとんどが通学課程の学生であり, 通信教育課程の学
生に対する研究は極めて少ない.
通信教育課程のほとんどの学生は, 仕事や家庭をもつ社会人学生である. 通学課程と通信教育
課程, 両者の大きな違いは社会人であるという学生としての背景とその学習形態といえる. 通信
教育課程の学生は多くの学習を, 仕事や家庭と両立させながら一人で取り組むこととなる. 自宅
学習を基本とする通信教育課程では, 教員や他の学生と直接会える面接授業, いわゆるスクーリ
ングは機会が少ないゆえに, その果たす役割は通学課程の学生に比べて大きいといえる.
現在, 社会福祉士の国家試験を受験する者の約半数は通信教育課程という現状がある. にもか
かわらず, 通信教育課程の学生に対する相談援助実習指導の教育方法や内容については検証され
ておらず, 通学課程に準じて行われているのが, 多くの養成校の現状であろう. 通信教育課程の
学生に対する実習教育のあり方を検証することは, これからの専門職養成に求められる視点であ
る.
Ⅱ 目 的
相談援助実習指導は, 実習に関する基礎的理解や実習の手続きなど伝えるべき内容が多く, 同
じ資格科目である相談援助演習と比較して, 教員からの一方的な講義になりやすい傾向がある.
しかし, 学生は実習に向けてさまざまな不安をもっている.
新カリキュラムにおいては, 実習指導者だけでなく, 相談援助実習指導の科目を担当する教員
も, スーパーバイザーとして実習スーパービジョンをおこなう. つまり, 実習生は, 実習指導者
と教員の二者から実習スーパービジョン2)を受けることになる. 教員による実習スーパービジョ
ンは, 実習指導の授業が始まった段階から, 実習終了後の授業まで継続して行われる. 実習前の
授業では, 実習生としての心構え等を講義するだけでなく, 実習に対する学生のさまざまな思い
を受けとめ, 効果的に実習が行えるよう, スーパービジョン関係を結ぶ必要がある.
米本 (2008) は実習適格性3)の問題のひとつとして, 実習教育 (担当教員) の適格性をあげて
いる. このなかで, 科目構成, 知識教育, 技術教育のカリキュラム体制だけでなく, 実習および
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演習担当教員に現場経験が求められるような流れや適格性が問われること, 実習担当教員も教育
の場における実習スーパーバイザーであり, スーパービジョンの能力が必要とされることを示し
ている. そして, 実習担当教員は単なる講義担当教員と異なり, 実習生への教育課程をスーパー
ビジョン過程とみなした対応の力量が必要とされると述べている.
スーパービジョン関係を構築するためには, スーパーバイジーとなる学生の状況を把握したう
えで, 学生とどのような関係性を構築するかが問われる. 通信教育課程では, 普段学生と顔を合
わせる機会が少ない. 筆者の勤務する大学 (以下, A 大学) においては実習前年度におこなわれ
る相談援助実習指導のスクーリングで, 教員と初めて対面し, 次年度の実習に向けて学んでいく.
このとき, 教員には学生との間に実習スーパービジョン関係の構築が求められる. この数少な
い貴重な機会をどのように活用するのか, 講義の組み立てだけでなく, スーパービジョン関係の
構築に関する教員の質も問われている. 学生の不安を和らげ, 実習に対して積極的に取り組める
よう教育することが求められている. そのためには, スーパーバイザーとして実習前の学生の状
況の見立てを行い, 学生がどのように成長していくのかという視点をもつことが必要である.
この研究の目的は, 実習前年度に実施されるスクーリング受講生を対象に, 通信教育課程の学
生がスクーリングを受ける前にどのような状況にあるのか, スクーリングではどのような変化が
あったのか, その具体的な変化の内容と, 変化に影響を与えた要因について明らかにすることで
ある. そのうえで, 何が実習生としての成長を促しているのかを検証し, 通信教育課程の実習教
育のあり方について言及する.
Ⅲ 研究方法
A大学の通信教育課程の相談援助実習指導Ⅰの教育内容は表 1 に示すとおりである. A 大学
では実習指導に関するスクーリングとして, 実習前年度に相談援助実習指導Ⅰのスクーリングを
2日間 (14 時間), 実習年度に相談援助実習指導Ⅱのスクーリングを 2日間 (14 時間) の合計 4
日間実施している4). また, スクーリングの開講日に別途, 実習オリエンテーションを実施し,
実習に関する手続き等の説明や個別面談をおこなっている.
相談援助実習指導Ⅰの目標は, 表 1に示すとおりである. スクーリングでは, 相談援助実習の
目的と意義, 実習先に関する基礎理解, 相談援助実習における倫理, 実習計画書の作成などにつ
いて講義やグループワークを通して学んでいく.
また, スクーリングの前後を通して, 実習先種別の法的基盤や地域の状況, 文献学習や倫理に
関するレポートなどの学習課題を課している. このほか ｢かかわり体験｣ と称して, 施設等で直
接利用者とかかわる体験を通して, 実習のイメージをつかみ, その学びを実習計画書の作成へと
つなげていく. このように, 実習に向けての学習を積み重ね, 効果的に, 無理なく実習に取り組
めるよう, 教育プログラムについて工夫を重ねている.
この研究の対象者は, 2010 年度に開講された相談援助実習指導Ⅰのスクーリングを受講した
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学生である. 筆者が担当した 3クラスの学生全員に, スクーリング終了時に, ふりかえりのレポー
トを提出してもらった. レポートの内容は, ｢スクーリング受講前の私と今の私, 変化の有無と
その理由｣ である. 実施したのは, 相談援助実習指導Ⅰのスクーリングを開講した 2011 年 1 月
である.
学生の提出したレポートは質的データとして, 佐藤郁哉の方法により以下のとおり分析した.
①レポートをデータとして入力, ②データのコーディング作業, ③オープンコーディングから焦
点的コーディングを行い, カテゴリー表を作成, ④カテゴリー表をもとに変化に影響を与える要
因の検討, の順におこなった.
Ⅳ 倫理的配慮
学生に対して, 本調査は成績判定に全く影響しないことと, 研究目的・方法等を説明し同意を
得た. さらに分析の際は, 対象者の人権に十分に配慮し, データは個人が特定できないように細
心の注意を払った.
Ⅴ 結 果
調査の対象者は, 筆者が相談援助実習指導Ⅰのスクーリングを担当した 3クラス, 合計 46 名
である. コーディングを行なった結果は, 表 2のとおりである.
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表 1 相談援助実習指導Ⅰの内容
相談援助実習指導Ⅰの内容
日 程 2日間 (14 時間)
目 標
・相談援助実習と相談援助実習指導における個別指導および集団指導の意義を理解する
・相談援助実習に必要な倫理や態度, 相談援助に関する知識と技術を理解する
・実習に関する基本的な理解 (施設・事業者・地域社会等に関する理解) を進め, 実習先で
行われる相談援助業務や関連業務についての理解をする
スクーリン
グ の 内 容
・相談援助実習とは何か
・相談援助実習の目的と意義
・実習先に関する基礎理解
・相談援助実習における倫理
・実習における三者関係と実習契約
・実習計画書の意義
・実習計画書の作成と事前訪問
学 習 課 題
・社会福祉士資格取得の動機等についてのレポート
・かかわり体験報告書
・実習先種別の法的基盤や地域の状況
・文献学習や倫理に関するレポート
・実習計画書の下書き など
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表 2 カテゴリー表
カテゴリー コード (一部)
ス
ク
ー
リ
ン
グ
前
の
状
況
漠然とした実習
イメージ
・スクーリング前は, 実習そのものが漠然としていた
・実習に対してぼんやりしたイメージだった
・どこか他人事のように感じていた
試験や課題に追
われる現状
・スクーリング前は忙しくて, 指導と演習の科目がごちゃごちゃになっていた.
・スクーリング前は, 課題提出など目の前のことが気がかりで実習で何を学ぶのか
計画もしていなかった.
・一人でオンデマンドを学び, 課題提出・試験をしていると消化試合になっていた.
実習やスクーリ
ングそのものに
対する不安
・勉強を続けていくことの不安, 社会福祉士に向いているかなど不安がたくさんあった.
・実習に対する不安だけでなく, 知っている人がいないことも不安だった
・人と話すのが苦手で, いつも話した後に相手を傷つけてしまったのではと不安だった
とりあえず実習
に行く
・スクーリング前は, 事故がなく無事に終わればよいと考えていた.
・課題の提出さえすれば大丈夫と思っていた.
・実習のことはスクーリングが終わってから考えればよいと思っていた.
ス
ク
ー
リ
ン
グ
時
の
状
況
社会福祉士を目
指した頃の原点
を思い出す
・もう一度社会福祉士に本当になりたいか, 向いているのか考え直したい.
・グループワークを通して何故自分が社会福祉士になりたいのか ｢熱い心｣ が戻っ
てきた.
・グループワークをしているうちに, 社会福祉士を目指そうとしていた頃の気持ち
を思い出した.
言語化の重要性
に気づく
・スクーリングに参加して言語化の大切さを知った.
・なりたい社会福祉士のイメージもぼんやりしていたが, 言語化することで自分の
やるべきことが具体化されるように思う.
・言語化して皆の前で話すとうまく伝わらなかった.
課題の意図・学
習の方向性が見
える
・課題の流れの意味や意図を理解することができた.
・実習は今まで学んだことの集大成であり, 資格のためではなく実際に専門職とな
るためのステップであるという認識をもつことができた.
・スクーリングに参加して, 倫理や制度等一つの線でつながったような気がする.
実習のイメージ
が具体的になる
・スクーリングを受講して, 実習に対するイメージが明確になった.
・援助について学ぶことで, もやもやしていたものが少し晴れた.
・漠然としていた実習に向けての準備がより具体的にイメージできるようになった.
援助者としての
自分の姿に気づ
き変化する
・コミュニケーション能力が変わり積極的に参加するようになった.
・他人に分かってもらうためには技術や訓練が必要だと解った.
・自分の言動や態度が他人に与える影響について学んだ.
教員からのリア
リティのある学
び
・先生から実習の大変さを聞き, 実習のイメージと少しの覚悟ができた
・先生の実習に対する具体的なアドバイスで少し実感として理解できるようになった.
・変化をした一番のきっかけは, 自己紹介の時に実習先の施設名をきちんと言えな
かったことを指摘されたこと, 自分の甘えを捨てることができた.
・授業を教わる中で人としての考え方・生き方についても教えていただいた印象が
残った.
教員の言葉に不
安が和らぐ
・先生の言葉で気持ちが軽くなった.
・先生の話でソーシャルワーカーは指導するのではなく, どうやって聴くかが大事
と聞き少しほっとした.
・漠然とした不安があったが, 実習生はできないことがあって当然という言葉に安
心することができた.
1 スクーリング前の状況
スクーリング前の状況として図 1に示すように ｢漠然とした実習イメージ｣ ｢実習やスクーリ
ングに対する不安｣ ｢試験・課題に追われる現状｣ ｢とりあえず実習に行く｣ の 4つのカテゴリー
を抽出した.
通信教育課程の場合, スクーリングの前に, 実習に向けての学習課題を課し, 添削指導をして
いるが, 自宅学習だけでは実習に対してのイメージが具体的になりにくい. このことは今回の調
査からも明らかになった. ｢実習そのものが漠然としていた｣ ｢他人事のように感じていた｣ など,
漠然とした実習イメージがあった.
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学生同士の意見
交換からの学び
・他の学生の目標を参考にすることで, 自分の考えに広がりができた.
・グループワークで他の人の意見を聞いて, 自分が何も考えていないことを恥ずか
しく思った.
・他の学生と顔を合わせディスカッションする中で, 改めて自分の目標や思いを言
葉にし, 社会福祉士になって自己実現したい思いを確認した.
・自分は一人じゃないという安心感や仲間と不安を共有できて実習へのモチベーショ
ンが高まった.
ス
ク
ー
リ
ン
グ
後
の
変
化
不安が軽くなる
・実習について具体的な不安などを感じたが, やれるだけやってみようという気持
ちももつことができた.
・グループワークで自分の思いを仲間に伝えたことで, 不安が少し軽くなった.
・スクーリング後は不安の内容が明確になり, それをなくすためにどうしたらよい
かわかるようになった.
やることが明確
になる
・このスクーリングを通して, 実習先で学ぶべき内容が見えてきた.
・やることがたくさんだと焦りを覚えつつ, より明確になった実習イメージに今か
らわくわくしている
・知ったがゆえにスクーリング前より不安がいっぱい.
実習生としての
心構えと責任感
・実習生としての心構えを理解できた.
・安心感 (スクーリング前) ⇒不安感 (スクーリング時) ⇒責任感 (終了時) と変
わった.
・学生として恥ずかしくない知識をつけるための日ごろの努力, 考察力を身につけ
る必要性を感じた.
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図 1 スクーリング前の状況
これらに加え, 忙しさから課題や試験がこなすだけのものになっていたり, 科目を混同してい
たり, 課題や試験に追われる現状があった. また社会福祉士に向いているのかといった不安や実
習やスクーリングそのものに対する不安を抱える学生もいた.
これらのことが影響し, 実習前の状況として, 実習で何を学びたいかといった目的意識を明確
にできず, 漠然とした実習イメージのまま, とりあえず実習に行くことを目標とする状況にあっ
たと考えられる.
2 スクーリング時の状況
スクーリング時の状況として, 図 2に示すように 8つのカテゴリーを抽出した.
スクーリングでは, 相談援助実習の目的や意義, 実習生に求められる倫理や態度等について講
義やグループワークを通して学んでいく. スクーリングで初めて顔を合わせる学生も多いことか
ら, 最初は不安が大きい学生もいたが, 自己紹介やグループワークを通して徐々に学生同士の関
係もできていった. 社会福祉士を目指した頃の原点を思い出したり, 援助者としての自分の姿・
態度に気づいたり, 学生同士の意見交換から学んでいった. グループワークの意見交換を通して,
言語化の重要性に気づいていった.
授業では, 実習に対する不安を出し合ったうえで, どのような社会福祉士になりたいかという
グループワークをおこなった. このグループワークを通して不安を抱えているのは自分だけでは
ないことに学生自ら気づいていった.
また現場を知る教員からの具体的でリアルな講義により, 何から取り組んでよいかわからない
ような状態から, 実習を具体的にイメージし, 今後どのような学習をする必要があるのか, 考え
られるように変化した. その結果, 不安が和らいだり, 実習に向けて不安があって当然だという
ことに気づいていった. このほか, 講義を通して, 課題の意図や学習の方向性が次第にはっきり
見えてきて, 専門職になりゆく過程に必要な学習課題であることを理解していった.
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図 2 スクーリング時の状況
このようにスクーリング時の状況として, 他の学生の存在や教員に支えられる経験を通して,
向かうべき方向性がはっきりし, 目的が明確になっていった. スクーリングの場でこのような体
験を通して, 実習のイメージが具体的になっていった.
3 スクーリング後の変化
スクーリング後の変化として図 3に示すように, ｢不安が軽くなる｣ ｢やることが明確になる｣
｢実習生としての心構えと責任感｣ の 3つのカテゴリーを抽出した.
スクーリング受講前は, 漠然とした実習イメージをもっていた学生も, 他の学生や教員から学
ぶことで, 社会福祉士になりゆくものとして自分自身の姿をふりかえることにつながった. 学生
のなかには, 現場の話にリアリティショックを受けた者もあったが, 実習に対してこれから何に
取り組んでいくのかを他の学生とのやり取りの中で見出し, そのことが不安の軽減につながった.
このように不安が軽くなることにより, 実習で何を学びたいのか, そのために実習前にどのよ
うな学習に取り組む必要があるのか, やるべきことが明確になり, 実習生としての心構えや責任
感も芽生えていった. 学生の中には, 実践現場の状況を知ったがゆえにスクーリング前より不安
が増した学生もいた. このことは ｢とりあえず実習に行く｣ 状況にあった学生が, 実習に行くた
めに必要なものに気づき, 考え始めたからといえる. つまり, この不安が増すことも実習生とし
ての成長の一環と考えられる.
スクーリング受講前は, 漠然としていた実習イメージであったが, 受講することで具体的なイ
メージへと変わり, 実習生としての心構えと責任感がでてきた. このことは, 学生に専門職とな
りゆくもの, 専門職を目指すものとしての意識が芽生えてきたことを意味していると考えられる.
4 実習イメージの変化に影響を与える要因
実習イメージの変化に影響を与える要因として, ｢他の学生の力｣ ｢教員の力｣ ｢学習内容｣ ｢気
づく力｣ の 4つが抽出された.
【他の学生の力】
スクーリングは自宅学習と異なり, 同じ目的を持った学生が同じ立場で学ぶ場となる. 今回の
調査結果からも, グループワーク等を通して, 他の学生の学習の取り組み状況などを学んでいる
ことが明らかになった. 他者の意見を聞く中で, 自分の考えのこだわりや傾向に気づき, やるべ
きことが具体的に見えてきた学生が多かった. また自分ひとりが不安を抱えているのではないこ
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図 3 スクーリング後の変化
とがわかり, 不安が和らぎ実習へのモチベーションが高まるなど一定の効果があった.
実習に行く同じ立場の学生だからこそ, 他の学生の意見に ｢このままではいけない｣ という思
いを強くし, 専門職を目指すものとして, これから取り組むべきことに気づいていったと考えら
れる. このように, 他の学生の力 (存在) は, 実習イメージを変化させるものとして影響を与え
ていた.
【教員の力】
教員は相談援助実習指導の授業を通して, スーパーバイザーとしての役割も求められている.
つまり, 教員は教育だけをすればよいのではなく, 実習生としての成長を促すために学生とスー
パービジョン関係を構築しなければならない.
スクーリング受講前の学生の実習イメージは, 漠然としており不安を持つものも多かった. 教
員はスクーリングを通して学生の不安を和らげ, 実習イメージをより具体的なものにし, 学生が
取り組むべきことを明確にできるような働きかけが求められる. つまり, 学生の状況に合わせて,
適宜管理的機能や支持的機能を発揮しなければならない. 実習イメージを具体的なものにし, そ
の後の学びを深めるためには, 講義内容と実習のつながりが見え, これから学ぶべきことを示唆
する授業展開も重要である. このような教員の力が実習イメージに変化を与える要因となってい
る.
自己紹介で実習先の正式名称を言えなかったことを教員から指摘され, そのことで実習に対す
る自分の認識の甘さに気づき, 実習に対する意識が変わったという学生もいた. スーパーバイザー
としての教員のあり方を示された例である.
【学習内容】
スクーリング受講前は, 学習課題の意図や関連性を考える間もなく, 与えられた課題をこなす
という状況の学生が多かった. 講義を受けるなかで, 専門職としての価値や倫理, 専門職となり
ゆく自分の姿を思い描くようになり, ｢資格を取るための実習｣ から, ｢専門職になりゆくために
必要な実習｣ へと, 実習の意味がより積極的なものに変化した. 講義の中で, それぞれの課題の
意図を理解することで, 学習の積み重ねと連続性を理解し, 専門性を高めることや言語化の重要
性に気づくことにつながっていったといえる.
このように, ステップアップしていることが実感できるような課題の設定をすることで, 学生
が学習の意図や意味を理解し, 実習先についてより具体的にイメージできるようになった. 学習
内容を理解することが, 実習のイメージの変化に影響を与えたと考えられる.
【気づく力】
スクーリングを受講することは, 社会福祉士を目指した当初の気持ちを思い起こし, 専門職に
なりゆく自身の言動をふりかえる機会になっていた. 実習に対する不安がなくなることはないが,
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グループワークで他者の意見を聞いて, 自分自身の実習に取り組む姿勢に次第に気づいていった.
また, その不安を理解したうえで教員が具体的なコメントをすることにより, 不安が軽くなり,
積極的にやってみようという気持ちがでてきた. このように, 不安を受け止めたうえでのふりか
えりと気づきから, 学生に変化が起こったと考えられる.
村田 (1999) は, スーパーバイジーはスーパーバイザーという鏡を通して, 自分自身の姿に気
づいていくと述べている. 今回の調査でも学生は, 教員とのやり取りや他の学生との意見交換を
通して自分自身の姿に気づいていった. 相手を介して自分自身の姿に自ら気づく力は, 実習イメー
ジの変化に影響を与えていた.
5 実習生としての成長を促す要因
今回の調査結果から, 実習前は, 漠然としたイメージでとりあえず実習に行くと考えていた学
生が, スクーリングを受講することによって, 実習のイメージが具体的になり, 実習生としての
心構えと責任感がでてきたことが明らかになった.
また, 学生の実習に対するイメージが変化することに対して, 他の学生の力, 教員の力, 学習
内容, 気づく力の 4つの要因が影響を与えていることも示唆された. これらの 4つの要因は, 互
いに関連し, 影響しあいながら, 実習イメージを変化させている.
このように学生はスクーリングを通して, 実習イメージを変化させ, 専門職になりゆくものと
しての意識が芽生えたといえる. 実習に対する意識が変わり, 専門職になりゆくものとしての意
識が芽生えるということは, 専門性について考えること, 専門職として何が必要かを自分自身に
問うことにつながる. このことは, 実習生として成長していることを意味している. つまり, こ
れら実習イメージの変化に影響を与える要因は, 相互に関連しあいながら, 専門職を目指す実習
生としての成長を促す要因といえる.
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Ⅵ 考 察
1 スクーリングの積極的意味
通信教育課程の場合, 通学課程と異なり, スクーリング以外に他の学生や教員と顔を合わす機
会がほとんどない. それゆえ, 授業であるスクーリングに対し ｢知っている人が少ないので不安
だ｣ と感じる学生も少なからず存在する. その中で, グループワーク等を通して, 不安があるの
は自分ひとりだけではないと気づき, 実習という同じ目標をもった仲間として, 学生同士の関係
性ができたと思われる.
これは普段顔を合わさない通信教育課程の学生だからこそ, 学習する場としての意味だけでな
く, 仲間づくりといった意味づけが加わり, スクーリングの積極的な意味につながった. それが
モチベーションを高め, 実習に向けて積極的に取り組む姿勢へとつながったと考えられる.
飛永 (2007) は, 学生に対し小集団化による実習指導を行なった結果, ｢視野の広がり｣ ｢不安
の解消｣ ｢課題の明確化｣ ｢クラスの共同・協働性｣ ｢情報の共有｣ ｢意欲の向上｣ の 6つの効果が
あったと述べている. 今回の調査結果からも, 情報を共有することで, 不安が軽減され, 課題が
明確になり, 実習に対する学習の意欲が向上したと考えられる.
特に, 普段他の学生と接することの少ない通信教育課程のスクーリングの意味は, 通学課程と
比較しても大きい. スクーリングの場を実習生としての成長を促す場と位置づけ, 学生がお互い
に意見交換・情報交換できる場として, 積極的に活用することが今後求められる.
2 実習スーパービジョンの実践
通信教育課程の学生はそのほとんどが社会人であるとはいえ, 多くの学生が実習に対する不安
をもっている. スクーリングを受講する中で, 学生同士のグループワークや教員とのやりとりで
不安が和らいでいった学生が多かった. 不安が和らぐことにより, 今後自分が取り組むべき課題
がしっかり見えてきたといえる.
新カリキュラムでは, 学生と教員の間にスーパービジョン関係を構築することが必要である.
通信教育課程においては, スクーリングという数少ない機会で, 学生とよりよいスーパービジョ
ン関係を構築することが求められる. その場合, 学生のもつ不安に焦点を当てることが効果的で
ある. スーパービジョンの支持的機能を効果的に発揮することにより, 関係性の構築ができ, そ
の後のスーパービジョンの展開がスムーズになる.
実習スーパービジョンの目的は, 実習の目標を達成できるよう, 実習生の成長を支えることで
ある. 学生のなかには, いろいろなことを知ったがゆえに, 不安が増したものもあった. このよ
うな学生に対しては, 学生の抱える不安に焦点をあてたスーパービジョンを実践することで, そ
の後の学生の成長を促す可能性がある. 不安に焦点をあてることで, 不安をネガティブに捉える
のではなく, 学生の不安に対する見方・考え方が変化し, 不安と向き合う覚悟を決めていく. た
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だし, スクーリング以外で学生と会う機会が限られるため, 方法を工夫することが必要である.
教員はどのような意識をもって, 実習教育に臨む必要があるのか. 米本の言うように, 実習教
育を実習スーパービジョンの一環としてとらえることが重要である. 実習生の成長を促す要因と
して教員の力は大きく作用しており, どのように実習スーパービジョンを展開していくかが問わ
れている.
3 言語化のもたらすもの
実習に向けた学習を通して, 学生は何度も言語化の作業を強いられる. 学生は, スクーリング
までにいくつかの課題をクリアし, 自分自身の実習テーマや意義について言語化の作業を進めて
きている. そのうえで, 学生はそれらについて, 実習計画書という形で, 教員や実習指導者に伝
えることが求められる.
スクーリングは, その練習の場, 発表の場となり, 意見交換を通して, 自分の言いたいことが
どれだけ相手に伝わるかが試される. グループワーク等で語ることを通して自分自身の考えが明
確になり, 理解していることと理解していたつもりの違いも明確になる.
また, 自分が思っていた以上に ｢伝わらない｣ ことを経験する学生は多い. それまで, テキス
トや文献から抜き出した言葉や抽象的な表現で語っていたものほど, 伝わらなさを痛感する. こ
の ｢伝わらない体験｣ も学生が専門職として成長するうえでは大きな意味をもたらす. 自分の意
見が相手にどのように伝わるかの体験を通して, 言語化が促され, 自分自身の考えが次第に明確
になる体験を積み重ねていく. つまり, 学生は言語化という作業を通して, 自分の考えが明確に
なることを経験する. 実習に対して漠然としていたイメージが, 語ることを通して次第に明確に
なり, 取り組むべき課題も具体的になる体験を重ねていく. このことは, 相談援助実習場面での
ソーシャルワークの学びにもつながるものである.
言語化の重要性を通信教育課程の一般的な学習形態である課題の添削だけで伝えるには限界が
ある. 実際に学生同士が対面するスクーリングを通して, 言語化を実践的に学ぶことが必要であ
る. このように言語化の作業は実習生としての成長に大きな影響を与えている.
Ⅶ まとめ
今回の調査で, スクーリングに参加することで学生の実習に対する考え方, イメージが大きく
変化したことが明らかになった. またその変化に影響を与える要因として ｢他の学生の力｣ ｢教
員の力｣ ｢学習内容｣ ｢気づく力｣ の 4つが示唆された. そしてこの要因は, 学生の成長を促す要
因としても機能していることが示唆された.
今回の調査は, 通信教育課程の一部の学生の調査であり, そのまま一般化できるものではない.
また, 実習前年度の学習期間, スクーリングだけを対象にしており, 実習年度に学生にどのよう
な変化があったのかは, 現時点では明確になっていない.
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しかし, スクーリング受講によって, 学生がどのように変化するのかとその要因が明らかになっ
たことは, 一定の意味がある. 特に成長を促す要因として, 他の学生の力や教員の力, 学習内容
や気付く力を教員が意識することは, 授業内容や実習スーパービジョンの方法にも影響を与える
と思われる.
通信教育課程は学生と対面する機会が少ない. その機会を効果的に活用するためには, 学生の
変化の要因を明らかにし, それを今後の授業展開に反映させることが重要である. これらの 4つ
の要因を意識して授業展開をすることで, 今後効果的な実習教育の方法も検討できるであろう.
ただし, スクーリング内容の充実だけで実習生としての成長ができるわけではない. 相談援助
実習指導Ⅰのスクーリングを修了した学生は, 翌年度, 実際に実習を行なうことになる. スクー
リングは, 実習を効果的にするための準備段階とも言える. 実習の場で専門職としての学びを深
めるために, 今後どのような学習を積み重ねる必要があるのか検証することが求められる. その
際, 実習指導者との連携を視野に入れて実習生としての成長を考えることが重要である.
今後の課題として実習年度を含めた継続的な調査が必要であろう. そのうえで, 具体的な方法
論の検討については, 今後の検討課題としたい.
本稿は, 2011 年度日本社会福祉教育学会第 7 回大会 (大会テーマ ｢職業人養成教育としての
社会福祉教育の課題～ソーシャルワーク教育再考～｣ 2011 年 8 月 27 日～8月 28 日 於：青森県
立保健大学) において ｢大学通信教育課程における相談援助実習指導のあり方～成長を支える視
点から考える～｣ と題して, 筆者が報告した内容に, 若干の説明と考察を加えて文章化したもの
である.
注
1 ) 実習指導者の要件については, 2012 年度から経過措置がなくなり, 社会福祉士の資格取得後に相談援
助業務に 3年以上従事したうえで, 社会福祉士実習指導者講習会を修了することが示された. 実習演習
科目を担当する教員の要件としては, 相談援助実習指導または相談援助実習の科目を 5年以上教育した
経験のある者や, 社会福祉士の資格を取得した後, 相談援助の業務に 5年以上従事した経験を有する者,
社会福祉士実習演習担当教員講習会において, 相談援助実習の指導に係る課程を修了した者などである.
2 ) 実習スーパービジョンは, 実習指導者だけでなく, 実習指導を担当する教員にも求められている. 実
習指導者は実習中に実習スーパービジョンを行なうが, 教員は実習前後の実習指導の授業に加え, 実習
中は巡回指導の形で実習スーパービジョンを実施する. この二者による実習スーパービジョンを二重の
スーパービジョンと表現することもある.
3 ) ｢実習適格性｣ は実習に関わる機関, 組織, 人物が実習の目的を達成するためにどれほど条件を備え
ているかを判断することだと米本は述べている. その観点として, 実習時間数と実習場所, 実習スーパー
バイザーの適格性, 実習生の適格性, 実習教育 (担当教員) の適格性, 実習契約と実習関係 3者のミニ
マム・スタンダードの 5つをあげている.
4 ) 相談援助実習指導Ⅰの学習はスクーリングだけでなく, テキスト学習として 120 時間の自己学習を課
している. 実習年度の相談援助実習指導Ⅱでは, 126 時間のテキスト学習を課している.
実習生としての成長を促す要因に関する研究
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